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２０１１年以降の衛星放送の新サービスに求められる技術

•ダウンロード（ファイル型サービス）に 適な情報源符号化方式？
•マルチキャリアによる大容量サービスや高速転送機能？
•受信機能（復調、デコーダなど）をダウンロード等により提供する柔軟なシステム？

コンテンツ

映像フォーマット、撮像デバイス
情報源符号化方式

提供手段

変復調方式、伝送路符号化方式
リアルタイム／ダウンロード
受信機能の柔軟な提供手段

利用技術

受信端末
記録、表示

トータルなシステム検討により
新サービスを実現

提
供
手
段
に
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す
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技術検討課題の例
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（瞬時に情報を受け取ることができる）

スーパーハイビジョン

７６８０ 画素

視距離：画面高の０.７５倍の距離

でキメの荒さが目立たない

画素数：ハイビジョンの１６倍

４
３
２
０
本

２２．２ｃｈチャネル音響システム

ハイビジョンを超える超高精細映像・高臨場感音響システム
超大型画面から家庭用ディスプレイまで

低域効果用（ＬＦＥ）

260kmの高密度波長多重伝送による

生中継実験を実施

弁別視野

有効視野

誘導視野

１００°

３０°

（視力など視機能が
優れている）

（視野に入ると
方向感に影響）
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空間像再生型立体テレビ（インテグラルフォトグラフィ）

自然な立体映像が再現できる「インテグラルフォトグラフィ」にもとづく立体テ
レビ方式

特殊な眼鏡が不要
見る位置を変えると、見え方が自然に変化
横に寝て見ても正しく見える

少し上から
見た場合

少し下から
見た場合

撮像面

被写体

表示面

再生像

少し右から
見た場合

少し左から
見た場合

撮像

表示

個々の小さなレンズにさまざまな角度から
見た映像。スムーズにどの角度から見ても
高画質に見えるためには、
見る位置に応じて変化する映像の数
×ハイビジョン画素数相当のレンズ数

という大容量の情報量が必要

複数のレンズから構成

超高精細カメラ
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スケーラブル符号化と階層伝送サービスイメージ

強階層受信

弱階層受信
雨の影響を受けています

スケーラブル

符号化

現在のＢＳデジタル放送では、強階層、弱階層別々の符号化方式を採用
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スケーラブル符号化を用いた階層伝送サービスイメージ

デジタルハイビジョン
映像、音声

データ放送（字幕等含む）

ＥＰＧ、ＣＡＳ

低階層映像、音声、PSI
（制御信号）低階層データ他
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現行ＢＳデジタル放送

高階層映像

階層映像

ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
符
号
化

音声
ＰＳＩ
データ

音声
ＥＰＧ
データ
ＣＡＳ

将来イメージ

高
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低
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国の研究開発プロジェクトとの連携（提案）

研究開発戦略委員会報告「ユビキタスネット社会に向けた研究開発の在り方について
～ ＵＮＳ戦略プログラム ～」の戦略プログラムの柱として「超臨場感コミュニケーショ
ン」があげられている。

この中で、あたかもその場にいるような臨場感を実現する超高臨場感映像･音響シス
テムや、任意視点空間像再生型立体映像システムの実現に向けて、要素技術開発･
実証実験への国の資金投入が期待されている。

しかし、具体的な実証実験や実用化を図る場は明らかになっていない。

そこで、追加４チャンネル利用の検討を提案する。
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追加４チャンネルによるサービス実現のための検討事項

より効率的な伝送方式
スケーラブル符号化方式を用いた階層伝送

高速番組ファイル転送システム

柔軟なシステム構成

ソフトウエア無線やミドルウエア技術など新サービス導入に対しても柔軟に拡張可能
なシステム

トータルシステムとしての検討

追加４チャンネルは現行受信機での受信は困難なため、追加４チャンネルの
使用には新しくネットワークＩＤを規定する必要

新ネットワークＩＤによるサービスの開始は、普及ゼロからの立ち上げとなる
ため、視聴者にとって受信機買い替えの価値が見出せるような新たな機能・
新たなサービスを盛り込んだ新方式の開発を行い、導入を図ることが重要。

サービスの対象となる映像の種類（超高精細、２Ｄ、３Ｄなど）、リアルタイム
／ダウンロードなど提供手段、階層伝送などの伝送手段等の組み合わせに
より実現していく将来サービスに求められる映像符号化方式は、それぞれ要
求条件は異なる。




